
福島県いわき建設事務所

出典：地理院地図Webのオルソ画像に路線のラインを追記



E80

E49 E6

E4

E6

4

49

6

E4

E13

E4E48

E7

E49

13
■福島駅
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121

114

郡山IC

福島西IC

いわき中央IC

6

小名浜道路
凡例

小名浜道路
高規格道路
一般国道

6

小名浜港

区間
起点：いわき市泉町
終点：いわき市山田町

道路規格 第1種第3級（自動車専用道路）

設計速度 80km/h

車線数 2車線

構想発表 平成24年10月23日

路線発表 平成25年7月28日

都市計画決定 平成26年4月1日

常磐道との連結許可 平成26年8月8日

起工式 平成28年11月19日

開通日 令和7年8月7日

《一般部》《橋梁部》
橋長50m以上 橋長50m未満

延長約8ｋｍの自動車専用道路として令和７年８月７日に開通
常磐自動車道と直結し、全区間無料で通行可能

い
わ
き
市
泉
町

い
わ
き
市

山
田
町

凡例
小名浜道路
高速自動車国道
一般国道
主要地方道
その他道路

至 東京

1

小名浜道路の事業概要

位置図

事業の概要

標準横断図

いわき小名浜IC

20

いわき山田IC

いわき泉IC

いわき添野IC

小名浜道路

L=約8km

E6

56

20

71

IC

IC

ICIC

至 仙台

至 東京

広域図

13.5ｍ

2.5 8.5 2.5
1.53.5 3.5



常磐自動車道から小名浜港への所要時間が16～17分短縮
常磐自動車道の隣接IC利用が小名浜道路に転換

2

常磐自動車道～小名浜エリア間の所要時間短縮交通

仙台方面からの利用は、隣接ICから約23％が小名浜道路へ経路変更

仙台方面からの利用者

東京方面からの利用は、隣接ICから約33％が小名浜道路に転換

23％

20

14

14

56

20

71

6

289

いわき
湯本IC

いわき
勿来IC

至 東京

至 白河

至 郡山

至 仙台

14

E6いわき
小名浜IC

20

14

14

56

20

71

6

289

いわき
湯本IC

いわき
勿来IC

至 東京

至 白河

至 郡山

至 仙台

14

33％

いわき
小名浜IC

いわき勿来IC利用者が
小名浜道路に約23％転換

いわき湯本IC利用者が
小名浜道路に約9％転換

66

開通前

開通後

常磐自動車道から
小名浜エリア方面への

経路

開通前

開通後

常磐自動車道から
小名浜エリア方面への

経路

小名浜港

小名浜エリア

小名浜港

小名浜エリア

東京方面からの利用者

（小名浜道路への転換率）
（小名浜道路への転換率）

いわき勿来IC利用者が
小名浜道路に約23％転換

E6

出典：経路分担率：民間プローブデータ（開通前 R7.7月、開通後 R7.9月） 割合は四捨五入の関係上、合計が100％にならないことがある

30分

13分 17分短縮

【開通後】
小名浜道路経由

【開通前】
国道289号・国道6号経由常

磐
自
動
車
道
IC

小
名
浜
港

■所要時間

29分

13分 16分短縮

【開通後】
小名浜道路経由

【開通前】
県道14号いわき石川線・
県道66号小名浜小野線経由

常
磐
自
動
車
道
IC

小
名
浜
港

■所要時間

仙台方面からの利用者

66

東京方面からの利用者



交通量の変動状況

並行路線の交通が小名浜道路に転換
県道いわき石川線等の主要交差点における渋滞が解消・緩和

3

交通転換による並行路線の渋滞解消・緩和

主要交差点の渋滞状況

交通

小名浜道路開通後、県道14号や国道289号の交通が小名浜道路に転換
横断軸の道路網が強化されたことで、断面交通量が4.7%増加

20

14

14

56

20

71

6

289

いわき
湯本IC

いわき
勿来IC

小名浜港

至 仙台

至 東京

至 白河

至 郡山

至 仙台

14

E6

壱町田

泉町

碇田西本町

R3：13,069

R7：11,635
（－1,434）

R7：5,360

R3：12,925

R7：11,865
（－1,060）

R3：7,059

R7：5,758
（－1,301）

交通量凡例
上段：R3交通量（台/12時間）
下段：R7交通量（台/12時間）

（ ）内は交通量差（R7-R3）

20

小名浜道路に交通が転換したことで並行路線の交通量が減少し、
主要交差点の渋滞が解消・緩和

出典：渋滞長調査結果（開通前 R7.7月、開通後R8.2月）

30 m

0 m

0 50 100 150 200

開通前

開通後

（m）

東側流入部

碇田西交差点

解消

国道6号 国道6号

開通前 開通後

至 仙台
至 仙台

60 m

0 m

0 50 100 150 200

開通前

開通後

（m）

南側流入部

本町交差点

解消

至 県道56号

至 山田町 至 山田町

至 県道56号開通前 開通後

1000 m

540 m

0 300 600 900 1200

開通前

開通後

（m）

北側流入部

泉町交差点

約5割
削減

至 仙台

至 北茨城市

開通前 開通後

至 仙台

至 北茨城市

80 m

20 m

0 50 100 150 200

開通前

開通後

（m）

南側流入部

壱町田交差点

約8割削減

開通前 開通後

至 いわき湯本IC

至 いわき添野IC

至 いわき湯本IC

至 いわき添野IC

出典：交通量調査結果（開通前 R3.11月、開通後 R7.11月）

凡例
小名浜道路
高速自動車国道
一般国道
主要地方道
その他道路
交通量調査箇所
渋滞長調査箇所

県道14号いわき石川線
から転換

県道20号
いわき上三坂小野線

国道289号
から転換

横断軸の交通量
R3 : 33,053 台/12時間 
R7 : 34,618 台/12時間 4.7％増加

いわき上三坂
小野線

いわき石川線

20



10%

20%

20%

20%

20%

45%

80%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

荷物の破損や痛みが減った

一度に運べる範囲が広がり、効率的になった

運送コストが安くなった

通行止めや道路規制の影響を受けにくくなった

交通事故などが減り、安全に運べるようになった

配送の遅延が少なくなった

集荷・配送拠点へのアクセスが良くなった

従業員やドライバーの労働環境が改善した

小名浜エリアを繋ぐ効率的な配送ルートとして活用
物流事業者の労働環境改善・配送遅延減少に寄与

所要時間短縮により物流の効率化や企業活動の生産性向上を支援物流

物流事業者による開通効果の実感市内配送ルートの転換(例：いわき市南台～小名浜）

• いわき市南台から小名浜港まで配送を行っていますが、小名浜道路の
開通を機に、小名浜道路経由の運送ルートに変更しました。

• 所要時間短縮効果により、1日あたりの運送回数が1.5倍に増えました。
（開通前：4往復/日、開通後：6往復/日）

《古紙を運ぶ物流事業者の声》

出典：令和7年度ヒアリング調査

（ 小名浜道路を利用する物流事業者20社のヒアリング調査をもとに集計（複数選択可））

（回答割合）

多くの物流事業者が労働環境改善やアクセス向上の効果を実感
加えて、バイパス機能（交通円滑化、安全性向上等）の効果も実感

物流事業者が
小名浜道路開通による
多様な効果を実感

小名浜道路を利用した効率的な市内配送ルートに転換
所要時間短縮により、物流の生産性向上（運送回数の増加）に寄与

• 開通により、配送遅延の減少やアクセス向上を実感しています。
• 当社の物流拠点は小名浜にあり、石川町等に配送しているのですが、

小名浜道路によって中通り方面への配送も便利になりました。

《セメントを運ぶ物流事業者の声》

4

いわき
小名浜IC

20

14

14

56
20

71

6

289

いわき湯本IC

いわき勿来IC

小名浜港

いわき
山田IC

いわき
泉IC

いわき添野IC

小名浜道路

至 仙台

至 東京

至 白河

至 郡山（石川）

至 仙台

6

20

E6

26
14

既存の県道20号
いわき上三坂小野線
からバイパス機能を持つ
小名浜道路に転換

小名浜
（配送先）

南台
（配送元）

凡例
小名浜道路
高速自動車国道
一般国道
主要地方道
その他道路
工業団地

＜市内配送の事例
（ヒアリング調査結果）＞

開通前ルート
開通後ルート
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E13

E48

E4

E4

E49 E6

E80
E49

E6

E8

E17 E50

E13

小名浜道路

凡例
小名浜道路
高規格道路

中通り方面
27％

（郡山・本宮・会津等）

茨城県方面
35％

（茨城・東京・静岡等）

【配送方面割合の算出方法】
小名浜道路を利用する物流事業者20社への
ヒアリング結果をもとに集計

宮城県方面
31％

（青森・宮城・相馬等）

いわき市内
7％

常磐自動車道と一体となった高規格道路ネットワークを形成し、

福島県内外を結ぶ広域物流を支援

高規格道路ネットワークによる広域物流の形成物流

小名浜道路を利用した広域物流ルート 企業・工場立地状況

小名浜道路周辺には、小名浜臨海工業団地（386.5ヘクタール）を中心に
複数の工業団地が立地しており、多数の企業・工場の物流に利用

出典：令和7年度ヒアリング調査

• 当社は首都圏に9割、仙台に1割配送しています。開通前はいわき勿来ICを
利用していましたが、開通後はいわき小名浜ICを利用して配送しています。

• また、小名浜道路による交通利便性の高まりを受け、現在、小名浜道路付近
で物流センターの建設計画を進めており、県外企業に対して中継物流拠点の
誘致を実施しています。

《紙を運ぶ物流事業者の声》

5

常磐自動車道と接続した高規格道路であることから、
いわき市と福島県内外を結ぶ広域的な物流ルートを形成

• 車庫がいわき泉ICとの間にあるので大変便利です。
• いわき市外への配送時には、小名浜道路を頻繁に利用しています。

《石油を運ぶ物流事業者の声》

出典：福島県提供の航空写真をもとに編集

臨港道路

至 宮城

エネルギー関連企業

工業団地

小名浜道路周辺には
多数の企業・工場が立地

株式会社JERA
株式会社ネクセライズ小名浜事業所

エア・ウォーター小名浜バイオマス電力株式会社

堺化学工業株式会社

永大小名浜株式会社

東邦亜鉛株式会社

滝尻工業団地

小名浜中央工業団地

6

いわき泉IC

いわき添野IC

小名浜石油株式会社

小名浜臨海工業団地

至 茨城

小名浜港



小名浜エリアの観光施設における利用客数・売上額が増加
小名浜・湯本エリアの周遊観光を支援

6

小名浜エリアを中心とした観光需要の拡大観光

小名浜道路周辺の主要観光施設

100
130

0

50

100

150

開通前 開通後

(％)

100 
125 

0

50

100

150

開通前 開通後

(％)

出典：令和7年度ヒアリング調査

約25％増加

• 渋滞が少なくスムーズに走行できました。
• いわき市の観光地巡りをする基幹道路

として利便性が高いと感じました。

《観光利用者（60代男性 福島市在住）の声》

【集計期間】
開通前：R6.9.12～R6.11.30
開通後：R7.9.12～R7.11.30

約30％増加

出典：令和7年度ヒアリング調査 ※開通前を100とした場合

小名浜エリアの観光施設利用状況

• 小名浜道路の開通前後を比べると、道の駅の利用客数、売上額
ともに増加しています。

• 当施設へ立ち寄る旅行会社には、小名浜道路の開通を周知し、
利用していただけるように案内を行っています。

《道の駅関係者の声》

• 小名浜道路により、移動時間が短縮
できたことで、色々な観光施設を訪問
することができました。

《観光利用者（50代男性 新潟県在住）の声》

小名浜道路は、小名浜・湯本エリアの周遊観光を支援する道路としても機能アクセス向上により、小名浜エリアの観光施設利用が増加
「道の駅いわき・ら・ら・ミュウ」では、小名浜道路開通前と比較して
利用客数、売上額が約３割増加

出典：いわき市提供

道の駅いわき・ら・ら・ミュウ
利用客数

道の駅いわき・ら・ら・ミュウ
売上額

出典：令和7年度webアンケート調査

小名浜道路開通後の
観光需要増加を実感

①道の駅いわき・ら・ら・ミュウ

出典：道の駅いわき・ら・ら・ミュウHP

いわき小名浜IC

20

14

14

56

20

6

いわき
湯本IC

小名浜港

いわき泉ICいわき添野IC

至 仙台

至 東京

至 白河

至 郡山

至 仙台
凡例

小名浜道路
高速自動車国道
一般国道
主要地方道
その他道路
観光地（観光入込客数）

⑥三崎公園
(約10万人)

①道の駅
いわき・ら・ら・ミュウ
(約140万人)

⑦アクアマリンふくしま
(約63万人)

6

②スパリゾートハワイアンズ
(約140万人)

※観光入込客数1万人/年以上（R6）の観光地を描画  出典：いわき市観光振興課提供資料

③いわきFC パーク
(約3万人)

④石炭化石館ほるる
(約8万人)

⑤いわき湯本温泉
(約22万人)

小名浜道路いわき山田IC

71

E6

14

⑥三崎公園②スパリゾート
ハワイアンズ

④石炭化石館ほるる③いわきFCパーク ⑤いわき湯本温泉 ⑦アクアマリンふくしま



小名浜道路を利用した広域的な高速バス路線や観光ツアーが誕生

県外からの観光客来訪を促進

7

小名浜道路を活用した広域的な観光流動の活性化観光

小名浜道路に関連する観光動向

出典：いわき市HP

• 首都圏へのアクセス性が大きく向上したことを受
け、新たに高速バス路線「小名浜～東京線」を
開設しました。

• 首都圏と直接結ぶ公共交通手段となることで、
地域の利便性向上および交流人口の拡大に
寄与すると思います。

《バス会社の声》

出典：令和7年度ヒアリング調査

小名浜道路を利用する高速バス路線

道路利用者による利便性向上の実感

出典：令和7年度WEBアンケート調査

【調査概要】
調査対象者：観光等を主な目的とした小名浜道路の利用経験者
配信地域：常磐自動車道および磐越自動車道の利用が想定される東北6 県（青森県、

岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）、関東1 都6 県（茨城県、栃木県、
群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、 新潟県

いわき市

20%

中通り・会津

14%

浜通り

4%

茨城県

12%

宮城県

10%

その他

県外

40%

（サンプル数400）

県外からの来訪が
約6割

• 移動時間が短くなり観光施設に滞在する時
間が長くとれるようになりました。
（50代女性 宮城県在住）

• レンタカーのカーナビに入っていませんでしたが、
標識で小名浜道路を知って乗ってみたら、目
的地の近くまで行けて便利だと感じました。
（40代女性 群馬県在住）

小名浜道路開通を受け、小名浜～東京間を結ぶ新規高速バス路線が誕生

観光等を目的とした県外からの来訪者も小名浜道路開通による利便性向上を実感

小名浜道路に関連する観光動向

写真出典：福島県、出典：令和7年度ヒアリング調査

E7

E6

E4

E13

小名浜道路

E8

E17
E18

E20

E19

E45

E45

E7

E7

E13

福島

秋田 盛岡

E50

C4

新潟

前橋 宇都宮

水戸

千葉東京

小名浜道路を利用する高速バスが
新規運行
小名浜・北茨城～東京、
土日祝1往復
令和7年10月4日から運行

凡例

高規格道路

道路利用者の移動

高速バスの新規路線

観光ツアー新規企画

小名浜道路利用の
観光ツアーを企画
関東方面ツアー便
平日休日1往復
令和7年8月から

E4A

青森

令和7年4月寄港
外航クルーズ船「リビエラ」

福島県初となる
外航クルーズ船が
小名浜港に寄港

●いわきあぶくま
高原道路

E4

仙台

E4

E46

常
磐
自
動
車
道

●郡山

E80

E4

山形

E48

E49

E6



小名浜エリアは地域経済の中心として、商業施設の開業等が進展
賑わい創出による更なる地域経済活性化に期待

8

アクセス向上が小名浜エリアの地域経済の活性化に寄与経済

小名浜エリアの活性化

いわきFC・新スタジアム
いわき

小名浜IC

小名浜港

いわき
山田IC

いわき泉IC
いわき添野IC

至 仙台

至 東京

至 仙台

イオンモールいわき小名浜（平成30年6月開業）

いわき・ら・ら・ミュウ
（令和7年9月道の駅としてオープン）

小名浜魚市場（平成27年3月オープン）

アクアマリンふくしま
（平成23年7月復旧オープン）

いわきFC新スタジアム予定地
（令和13年開業予定）

臨海鉄道駅(平成27年1月移転開業）

いわきサンマリーナ
（令和4年6月復旧オープン）

小名浜さんかく倉庫
（平成23年12月復旧オープン）

小名浜港背後地
震災復興土地区画整理事業
（平成30年度竣工）

6

アクアマリンふくしまと
いわき・ら・らミュウには

約200万人/年（R6）が来訪

E6

506 507 
514 

506 
518 519 

460

480

500

520

540

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（億円)

出典：市町村別決算状況調（総務省）

出典： 「小名浜港周辺エリアにおける防災・交通対策協議会」資料

• 規模・交通アクセス・経済効果など様々な観点で検討を
行った結果、小名浜地区が最も良い候補地となりました。

• 防災・交通対策協議会にも参画し、官民連携での小名
浜地区の価値向上に貢献していきたいです。

《新スタジアム関係者の声》

出典：令和7年度ヒアリング調査

いわき市の地方税収

出典：いわき市HP、地理院地図出典：いわき市提供

出典：福島県提供

更なる地域経済活性化に期待

いわきFCのスタジアム移転候補地として、小名浜
エリアに約１万人規模のスタジアム新設を検討中

• 小名浜道路の開通により、北茨城市、
日立市からの来館が増加しています。

• また、商圏（来訪者のエリア）が拡大し
ていると思います。

《大型商業施設の声》

• 小名浜港周辺の商業施設へのアクセスが
改善し、来客数の増加を感じています。

• 特に週末や休日は、これまで以上の賑わ
いがあります。

《商工関係者の声》

小名浜エリアは地域経済の中心として、近年、商業施設の開業等が進む
小名浜道路開通により、人流の増加や賑わい創出を通じた更なる地域経済活性化に期待

小名浜魚市場

R7.9.14(日)：7,881台/日

道の駅いわき・ら・ら・ミュウ

出典：福島県提供

おなはま海遊祭



常磐自動車道と小名浜港（物資受入れ港）を繋ぐ緊急輸送道路網を構築
大規模災害時における県内各地への円滑な物資輸送に期待

9

災害に強い緊急輸送道路網を構築強靭化

小名浜道路は、第一次緊急輸送道路の常磐自動車道と物資受入れ港※

の小名浜港を接続する緊急輸送道路ネットワークを構築

緊急輸送道路網

津波警報時は、小名浜道路が内陸側へ繋がる接続道路として重要な役割
国道6号通行止発生時においても、並行する南北軸道路へアクセス可能

災害時は、物資受入れ港の小名浜港から常磐自動車道を経て、
県内各地への物資輸送を実施
小名浜道路の開通により、内陸部等への円滑な物資輸送に寄与

▲東日本大震災時の物資受入れの様子

※物資受入れ港：海路からの緊急支援物資や資材等
の受入れ拠点として 県内3箇所の港湾、漁港を指定
（小名浜港、相馬港、請戸漁港）

出典：福島県地域防災計画（一般災害対策編）R7.7修正
国土数値情報（緊急輸送道路データR6年度、津波浸水想定データR5年度）
国道6号の通行止めについて【第３報（終報）】R7.7.30（国交省）
【令和7年7月30日 津波】 最終報告（いわき市）

大規模災害時の物資輸送

いわき
湯本IC

いわき
勿来IC

小名浜港
（物資受入れ港）

いわき山田IC

至 仙台

至 日立

至 白河

至 郡山

6

49

6

399

6

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
地
震
（
Ｒ
7.
7.

30

）
に

伴
い
国
道
６
号
が
11

時
間
通
行
止
め

（
住
吉
交
差
点
～
茨
城
県
日
立
市
旭
町
交
差
点
）

いわき
泉IC

いわき添野IC

至 東京

至 仙台

E6

E6E49

6

289

いわき
小名浜IC

至 新潟

凡例
津波浸水想定区域
第一次緊急輸送道路
第二次緊急輸送道路

住吉交差点

津波警報時における接続道路としての活用

至

山
田
町

至

小
名
浜
港

20

至 植田町 至 東京

至 仙台

至 植田町 至 工業団地

至 常磐湯本町

至 植田町

至 泉町

E6 2056

20

6

至 東京

至 仙台

通行止め

56

20

20

56

津波浸水想定
区域を避けた
内陸部へ
アクセス可能

いわき山田IC いわき小名浜IC いわき添野IC いわき泉IC

出典：福島県提供 出典：福島県提供



小名浜道路を利用した救急搬送は、開通後約半年で25件

搬送時間の短縮・傷病者の負担軽減に貢献

10

搬送時間短縮等により救急医療活動に貢献救急

小名浜道路を利用した救急搬送

• 小名浜道路を利用することで、緊急搬送を要する傷病者を、安定かつ迅速
に搬送することができました。

• 搬送時間が短縮することは、大きなメリットです。また、カーブやブレーキなどに
よる揺れが少ないことは、傷病者の負担軽減に大きく寄与すると思います。

• また、緊急走行時の事故の軽減にも繋がると思います。

《いわき市内の各消防署の声》

出典：令和7年度ヒアリング調査

出典：第8次福島県医療計画R6.3、いわき市HP（消防本部）、
令和7年度ヒアリング調査 ※一部区間のみの利用を含む、集計期間：R7.8.7～R8.2.9

（内郷消防署、勿来消防署、いわき市消防本部、小名浜消防署、常磐消防署の救急搬送の実績）

①心臓停止後約3分で50％死亡

②呼吸停止後約10分で50％死亡

③多量出血後約30分で50％死亡

【搬送時間の短縮による死亡率の減少（カーラーの救命曲線）】

いわき小名浜IC

14

14

56
20

71

6

289

いわき湯本IC

いわき勿来IC

小名浜港

いわき泉IC

いわき添野IC

小名浜道路

至 東京

至 白河

至 郡山

至 仙台

6

いわきJCT

49

いわき中央IC

いわき市医療センター

常磐消防署
遠野分遣所

※死亡率は図の読み取り

搬送時間の短縮により
救命率向上に寄与
多量出血の死亡率が
約53％ → 約13％

32分

19分 13分
短縮

【開通後】
小名浜道路経由

【開通前】
県道20号いわき上三坂小野線・
 国道6号経由

い
わ
き
山
田
IC

か
し
ま
病
院
（
二
次
）

所要時間
13分短縮

凡例
小名浜道路
高速自動車国道
一般国道
主要地方道
その他道路
第二次医療施設
第三次医療施設
消防署

救急医療機関への搬送ルート
開通前
開通後

現場までの
経路

※令和3年度全国道路･街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を用いて算出
対象外道路は40km/h、小名浜道路は設計速度80km/h

いわき市
山田

（現場）
いわき山田IC

かしま病院
（搬送先）

救急搬送による小名浜道路の利用は、開通後約半年間で25件

小名浜道路利用の事例
常磐消防署遠野分遣所→

いわき市山田町→かしま病院
（現場） （搬送先）

救急医療機関への
搬送時間短縮

いわき上三坂小野線20



小名浜道路利用者の声

一般利用者の購入品目

小名浜道路を利用した一般の方や事業者のみなさんが

様々な効果を実感されています

事業者の効果

出典：令和7年度webアンケート調査

N=361

効果あり

97％

現時点で
効果なし

3％

・開通後は遅延が減り、配車す
る時間に余裕ができたほか、燃
料等の運行コストを抑えること
ができました。

（貸切バス会社の声）

N=31

主に観光を目的とした小名浜道路利用者のうち、
６割以上が食事やお土産品を購入

小名浜道路を利用した事業者の97％が、企業活動で有益な効果を実感

事業者の実感一般利用者の実感

・以前、いわき市に住んでいて、時々
遊びに行きますが、混雑もなく、気
持ちよく走ることが出来ました！

（60代男性 会津若松市在住）

・観光地が多くお土産を買うのが
楽しみです。 またスパリゾートハ
ワイアンズに行きたいと思います！

（70代男性 山形県在住）

・高速道路からすぐアクセスでき、
 信号の多い市街地を通らないため、
かなりの時間短縮になりました！
（60代女性 茨城県在住）

・開通後、企画展の実施もあり
8月から翌年1月の入館者数は
前年比の約4％増加しました。

（観光施設の声）

・急な顧客先（卸売市場）への
納入が可能になりました。今まで
高速道路に乗るのはいわき勿来
ICまで30分程度かかっていたの

ですが、すぐ乗れるようになり、東京方面
への営業活動の負担が減りました。

（かまぼこ店の声）

出典：令和7年度ヒアリング調査

▲スムーズに通行可能な小名浜道路

写真

至 小名浜港

至 郡山

11

・空いていて移動時間が短くなりま
した！今後、他県からの集客に
期待しています。

（50代男性 東京都在住）

・夫が運転していたのですが、
移動時間が短くなったと言ってい
ました！

（20代女性 青森県在住）

・小名浜道路で渋滞ストレスが
減って今までより、いわき方面の
移動が楽になりました。
（60代男性 神奈川県在住）

・首都圏からの観光アクセスがよ
くなり、小名浜に集客効果が
あると感じます。従業員からは
通勤面でも便利になったと聞
いています。

（お土産品製造会社の声）

72%

63%

34%

29%

9%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事

お土産品

交通費

観光施設の入館料等

日用品

その他

出典：福島県提供
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